
様式２

①
学
習
指
導
の
充
実
及
び
専
門
性
の
向
上

職員アンケートにより、研究・授業改善について成果
を感じたと答えた職員の割合で評価
Ａ：３分の２以上の職員
Ｂ：半数以上３分の２未満の職員
Ｃ：３分の１以上半数未満の職員
Ｄ：３分の１未満の職員

高等部教育課程の改善状況による評価
Ａ：進学に向けた教育課程が改善できた。
Ｂ：進学に向けた教育課程がだいたい改善できた。
Ｃ：進学に向けた教育課程の改善を検討中である。
Ｄ：進学に向けた教育課程の改善ができなかった。

４つの視点について、児童生徒に自己評価アンケート
を行うとともに、部科教職員で授業内容の充実につい
て話し合い評価

Ａ：児童生徒がとても充実したと回答し、全ての授業
で主体的に学ぶ力を伸ばす取組がとても充実した。
Ｂ：児童生徒の回答と授業の取組の充実が５割以上。
Ｃ：児童生徒の回答と授業の取組の充実が５割未満。
Ｄ：児童生徒が充実しなかったと回答し、授業の取組
ができていない。

○各生徒の実態や進
路希望を共通理解し
て適切な目標設定と
効果的な指導に努
め、目標達成に向け
た学習指導の充実を
図る。

○進学をめざす生徒も入学
し、在籍生徒数が増えた。
就労に加え、進学に向けて
各教科等の指導の充実を図
る必要がある。

○授業担当者や進
路指導主事と連携
し、各生徒の実態
や進路希望に合わ
せた組織的な指導
を行っている。

○各教科等（準ずる教育、知
的障がい）の指導の充実
○縦（他部科）と横（教科
等）の情報共有の機会の設定
○学習の目標と評価について
生徒と共有

連携に基づいた組織的な指導に対する評価
Ａ：生徒の実態や進路希望に応じた学習指導の成果が
十分見られる。
Ｂ：成果が見られるが、改善の余地がある。
Ｃ：取り組んでいるが、十分な成果が見られない。
Ｄ：取り組めていない、または成果が見られない。

〇児童生徒の「主体
的な学び」が実現で
きるよう、体験的活
動、言語活動を積極
的に学習に取り入
れ、児童生徒の主体
的に学ぶ力を養う。

〇部科の教職員で児童生徒
の実態を共通理解し関わる
中で児童生徒の主体的に学
ぶ姿が見られるようになっ
てきたが、言語活動を通じ
ての知識の定着や技能の習
得が十分とは言えない。

保理専攻科

○生徒が主体的・対
話的に学び、目標へ
の見通しを持って粘
り強く取り組むこと
をめざした授業改
善。

○生徒は資格取得に向け、
積極的に学習に取組んでい
る。昨年度の取組で、新学
習指導要領の３つの観点ご
とに「何ができるようにな
るか・何を学ぶか・どのよ
うに学ぶか」という生徒の
めざす具体的な姿で考え、
年間指導計画を整理してい
る。

○教職員は、自ら
進んで学び、目標
達成に向けて取り
組む生徒の姿を考
えた授業改善に、
部科全体として取
り組んでいる。

○「何ができるようになる
か・何を学ぶか・どのように
学ぶか」という生徒のめざす
具体的な姿を考えた年間指導
計画に基づき、部科研究とし
て各授業で実践し、指導の工
夫・改善を行う。
○生徒アンケートを行い、授
業や指導の改善に活かす。

授業の工夫・改善に対して部科としての取組状況によ
り評価
Ａ：工夫改善の具体的な取組が進み、全員が取組を共
有できている。
Ｂ：工夫改善の具体的な取組が進んだ。
Ｃ：工夫改善への方向性が決まった。
Ｄ：工夫改善への方向性が定まっていない。

普通科

　　令　和　４　年　度　　自　己　評　価　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県立鳥取盲学校

学校教育目標

視覚障がいのある児童生徒一人一人の自立と社会参加をめざし、教育的ニーズに応じた教
育を行うとともに、豊かな心とたくましく生きる力を育てる。
（ミッション）自分らしく、一人一人が輝いて生きる力を育てる。（QOLの向上）
（キーワード）「ひらく」

今年度の
重点目標

①主体的な学びに向かう授業実践（専門性の向上）

②キャリア教育の推進

③仲間と協力し、生活を工夫する児童生徒の育成

④チームで取り組むセンター的機能の充実

⑤児童生徒の健康と安全を守る教育の推進

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評価結果（　　　　）月

評価項目 部科・分掌 評価の具体項目 現状
（年度末の目指す

姿）
目標達成のための方策 評価基準 経過・達成状況 評価 改善方策

小中学部

教務部

○学習指導要領等の
周知を図るととも
に、教育課程編成の
中核を担う。

教育研究部

〇各教科・科目等で
の指導・支援の充実
を図り、授業の工
夫・改善に取り組
む。

○現テーマでの研究２年目
が終わり、実践研究が深
まってきている。実践を通
して児童生徒の新しい時代
に必要となる資質・能力も
伸びてきている。

〇研究３年目とし
て研究の成果と課
題を整理するとと
もに、次年度への
見通しを持ってい
る。

○グループ研究会(年間9回）
〇部科会（研究を兼ねる）
              （年間10回）
○年間３回の授業研究会の実
施（部科ごとで1回）
〇１回の全体報告会の実施
〇教職員の相互授業参観

〇教科によっては連携が図
れているが、全ての教科に
は至っていない。

〇カリキュラム・
マネジメントを推
進し、教科等横断
的な指導の充実を
図る。

〇普通教科カリキュラム・マ
ネジメント検討会を実施し、
指導計画の改善を図る。
〇理療科目は教科等横断的な
視点を入れて指導計画を作成
し、実施する。

職員アンケートによる評価
Ａ：教科等横断的な指導ができた。
Ｂ：教科等横断的な指導がだいたいできた。
Ｃ：教科等横断的な指導があまりできなかった。
Ｄ：教科等横断的な指導ができなかった。

〇高等部において新学習指
導要領に沿った指導の実施
とともに、進学に向けた教
育課程の運用についてさら
に検討を進める必要があ
る。

○新学習指導要領
や進学に対応した
高等部教育課程を
編成する。

○教育課程委員会と部科会や
教科担当者会で連携して教育
課程を編成する。

〇体験的活動や言
語活動などを充実
させることで児童
生徒の主体的に学
ぶ力が高まり、知
識・技能の習得や
人間関係作りにつ
ながる力が身につ
いている。

〇学部研究等を通して児童生
徒の学習状況を共通理解し
て、学習の設定や支援や指
導・評価方法についての改善
を行う。
○授業内容を以下の視点で充
実させる。①児童生徒の興味
関心を高める、②学習への見
通しを持たせる、③言語を介
して思考・判断・表現する場
面を設ける、④児童生徒の振
り返りの時間を持つ。
〇努めて体験的活動を取り入
れる。



様式２

①
学
習
指
導
の
充
実
及
び

専
門
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向
上

③
仲
間
と
協
力
す
る

児
童
生
徒
の
育
成

②
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進

児童生徒会行事後に児童生徒と教職員にアンケートを
取り、その結果を基に指導部で評価
Ａ：すべての児童生徒会行事で、児童生徒の思いや希
望が取り入れられ、役割が果たせる場面が設定され
た。
Ｂ：８割程度設定された。
Ｃ：６割程度設定された。
Ｄ：４割以下しか設定されなかった。

○児童生徒会行事では、児童
生徒の思いや希望を取り入れ
ながら計画を立てる。
○行事担当の児童生徒を中心
に、それぞれが役割を果たせ
るよう、活動場面を設定す
る。

○児童生徒が、仲
間を思いやりなが
ら行事を運営した
り、参加したりし
ている。

○児童生徒の年代は小学校
中学年から４０代までと幅
広いが、行事を通してつな
がることができる。
○年代、障がいの状況が
様々で、自己理解や他者へ
の理解についても個人差が
ある。

総務部

○ホームページを活
用した情報発信を充
実する。

○それぞれの担当者が随時
ホームページを更新してお
り、新しい情報を発信して
いる。学校全体として内容
整理をしていくことが必
要。

○ホームページ更
新計画に沿って、
本校教育について
広く情報発信をし
ている。

○情報発信の内容を精査した
うえで、各学部科・分掌で掲
載予定を計画し、最新の学校
生活の様子を公開する。
○誰にとっても分かりやすい
ホームページとなるよう構成
等を改善していく。

本校教育についての発信状況で評価
Ａ：ホームページ計画以上に発信できた。
Ｂ：ホームページ計画に沿って情報発信できた。
Ｃ：情報発信したが、計画通りにはできなかった。
Ｄ：あまり情報発信できなかった。

④
セ
ン
タ
ー

的
機

能
の
充
実

寮務部

〇卒業後を見据え、
社会参加・自立した
生活を送れるように
主体性を育てる。

〇保護者、保証人、鳥取盲
学校各部科・鳥取聾学校と
の連携が円滑に取れつつあ
る。更なる連携の強化を図
り、共通認識し一貫して取
り組み、舎生一人一人の主
体性を育成することが課題
である。

〇卒業後を見据
え、個別の教育支
援計画の目標を達
成し、舎生一人一
人の主体的な行動
が増えている。

○集団や社会の一員
として、つながりを
大切にしながら、児
童生徒会活動に参加
することができる。指導部

支援部

○自立と社会参加に
必要な力を身につけ
られるようにキャリ
ア教育の充実を図
る。

○実習における真剣な取組
の姿勢が高い評価を得てい
る。一方で自己理解を深
め、将来設計を具体化し、
課題解決の力を高めていく
必要がある。

〇児童生徒がキャ
リア教育学習プロ
グラムを意識し、
キャリアパスポー
トの目標達成をめ
ざして学習に主体
的に取り組んでい
る。

○進路学習や実習の目標設定
にキャリアパスポートの活用
を推進したり、キャリアパス
ポートの目標を教室掲示した
りする。
○児童生徒が進路学習や実習
における自分自身の評価を把
握できるように報告会や振り
返りの学習を設定する。
○進路学習に関する廊下等掲
示板の充実を図る。

児童生徒の取り組みをアンケートによって評価
Ａ：キャリア教育学習プログラムの目標の達成率が１
００％である。
Ｂ：達成率が８割以上である。
Ｃ：達成率が６割以上である。
Ｄ：達成率が４割以上である。

〇個別の教育支援計画をもと
に、舎生一人一人の障がい特
性を理解し、社会自立へ向け
てスモールステップで指導支
援を行う。
〇舎生に寄り添い、保護者保
証人、部科との連携を密にす
ることで、情報を共有し、舎
生の主体性を育むための生活
指導・支援をチームとして一
丸となり取り組む。

保護者・保証人、学部と連携し、個々の課題を共有
し、スモールステップで実践することで、舎生の主体
的な行動が
Ａ：全員増えた。　　（９人）
Ｂ：８割以上増えた。（８人）
Ｃ：６割以上増えた。（６人）
Ｄ：４割以上増えた。（４人）

○体験学習や見学の実施と丁
寧な事前事後指導、生徒同士
の報告会などによる個々の
キャリア教育の充実を図る。

各学年の達成目標に対しての状況を総合的に評価
Ａ：様々な体験活動や進路情報をもとに進路目標の具
体化、希望する進路の実現に向けた活動の明確化がで
きた。
Ｂ：だいたいできた。
Ｃ：あまりできなかった。
Ｄ：ほとんどできなかった。

○定期的な進路希望調査と進
路に関する話し合いの実施
○キャリアパスポートの教科
等横断的な活用
○産業現場等における実習の
事前事後指導の充実

キャリアパスポートを活用した教科等横断的な進路指
導に対する評価
Ａ：教科等横断的な進路指導の成果が十分見られる。
Ｂ：成果が見られるが、改善の余地がある。
Ｃ：取り組んでいるが、十分な成果が見られない。
Ｄ：取り組めていない、または成果が見られない。普通科

○生徒が自己理解に
基づいた適切な進路
選択・決定ができる
よう、教科等横断的
な指導や進路相談を
実施し、キャリア教
育の充実を図る。

○産業現場等における実習
等を通して自己理解を進
め、目標をもって取り組む
生徒が増えてきた。一方
で、慣れない環境では十分
に力が発揮できない課題が
残っている。また、進学を
めざす生徒についても自己
理解と具体的な目標設定が
必要である。

○生徒が教科等横
断的にキャリアパ
スポートを活用
し、進路に関する
情報や指導、実習
等を通して自己理
解を進め、適切な
進路選択・決定を
している。

○進路目標の具体化
につながる体験活動
や進路情報の提供、
充実。

○生徒は、現場実習や職場
見学、進路情報などを通じ
て、自己の進路について考
えているが、進路希望をよ
り具体化することや希望す
る進路の実現に向けた活動
に取り組む必要がある。

○２年生は自己の
進路目標が定まり
つつある。
○３年生は進路が
決定している。

○教職員が自ら研修
を企画実施すること
で、視覚障がい教育
の専門性の向上を図
る。

○校内研修は動画で記録
し、いつでも視聴できる体
制が整ってきた。研修担当
者は研修を担当することで
専門性を深めることができ
ている。さらなる専門性の
向上に向けて、視覚障がい
教育以外の研修の追加や他
分掌との連携、外部講師の
招聘などが必要である。

〇視覚障がい教育
の専門性に加え、
他の分野について
の専門性が向上し
ている。

教育研究部

保理専攻科

〇昨年度のアンケートでの意
見や要望を研修内容の改善に
生かす。
・視覚障がい教育に関する研
修の内容の充実を図る。
・視覚障がい教育以外の研修
を増やす。他の専門性に関す
る研修（重複障がいや教育相
談など）

職員アンケートにより、校内研修について成果を感じ
たと答えた職員の割合で評価
Ａ：３分の２以上の職員
Ｂ：半数以上３分の２未満の職員
Ｃ：３分の１以上半数未満の職員
Ｄ：３分の１未満の職員



様式２

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

⑤
児
童
生
徒
の
健

康
と
安
全
を
守
る

指導部

○感染症予防の対策
がとられ、児童生徒
が安心安全に学校生
活を送ることができ
る。

○新型コロナウイルス感染
症の流行により、学校生活
の様々な場面で感染症予防
対策に取り組んだり、個々
の予防行動の実践が必要と
なっていたりしている。

○児童生徒が感染
症予防に関し、安
心感をもって学校
生活を送るととも
に、自らすすんで
感染予防対策を実
践している。

○学校生活の様々な場面で状
況に応じた感染症予防対策を
行う。
○児童生徒が、自らすすんで
感染防止のための一般的な予
防行動についての情報発信を
行う。

児童生徒アンケートで評価「学校生活の様々な場面で
状況に応じた感染症対策の取組、児童生徒の感染症に
対する一般的な予防行動ができているか。」
Ａ：十分できている
Ｂ：概ねできている
Ｃ：あまりできていない。
Ｄ：ほとんどできていない

④
セ
ン
タ
ー

的
機
能
の
充

実 支援部

○積極的に情報発信
して、視覚障がい理
解啓発、指導支援を
充実、推進する。

○感染防止対策をしながら
ねらいに応じた研修や教育
相談を実施している。
〇視覚障がい理解を深める
ための資料を順次ホーム
ページに掲載している。
〇夏と冬に見えにくさのあ
る児童生徒と本校小中学部
とのふれあい交流会を実施
している。

○校内の人材を活
用し、見え方等に
応じた支援を考
え、積極的に情報
発信をして多様な
ニーズに応じて支
援を推進する。

〇弱視特別支援学級８校と盲
学校をオンラインでつなぎ、
タイムリーでニーズに寄り
添った支援ができるようにす
る。
○ホームページの視覚障がい
理解の部分を、最新の情報に
なるよう定期的に更新する。
○事例検討を行い、見えにく
さへのよりよい対応・支援方
法を模索する。

Ａ：校内の人材等を活用し、ニーズに応じた支援活動
を推進しながら毎月定期的にホームページやおたより
で視覚障がいの情報発信をした。
Ｂ：校内の人材等を活用し、ニーズに応じた支援活動
を推進しながら学期に２回以上は情報発信をした。
Ｃ：ニーズに応じた支援活動を推進しながら学期に１
回情報発信をした。
Ｄ：ニーズに応じた支援活動を推進しながら年２回は
情報発信をした。


